
環境保全型農業直接支払交付金の長野県地域慣行レベル 
 
  １ 共通事項 
  （１）全作物 
   【化学合成農薬】 
    ・長野県農作物病害虫発生予察事業実施運営要領第６に基づく発生情報（警報、注  
      意報、地区報に限る。）が発表され、これに基づく特別防除を実施した場合は、当  
  該地区、当該病害虫の防除に係る農薬散布数を１回慣行レベルに加えることができ   
 る。 
    ・２以上の有効成分を含有する殺菌剤又は殺虫剤を使用した場合は、１剤につき１ 
   回を地域慣行基準に加えるものとする。 
     ただし、別表に掲げる殺菌剤又は殺虫剤の有効成分は数えないものとする。 

 ・展着剤を使用した場合は、その成分数を農薬使用回数に含めないものとする。 
 
  （２）野菜 
   【化学肥料】 
      １回のマルチ張りで２～３作する栽培法の場合（異なる作物を連作する場合も含 
   む。）、１作分の窒素成分量は、連作する作物の窒素成分量の合計値を、対象とす  
  る作物１作分の窒素成分量で案分した値とする。（別紙参照のこと） 
     なお、この栽培法に用いる肥料は、肥効特性に留意して選択すること。 
  （３）低減割合の特例 
      りんご、なし、西洋なし、もも、すもも、ぶどう（巨峰に限る）については、化 
    学合成農薬の低減割合を３割以上とすることができる。（露地栽培に限る) 
     おうとうについては、化学合成農薬の低減割合を４割以上とすることができる。 
  （露地栽培及び雨よけ栽培に限る） 
 
   ２ 対象作物ごとの化学肥料及び化学合成農薬の慣行的な使用回数 
        化学肥料及び化学合成農薬の低減割合において基準とする使用量および使用成分回   
   数は以下のとおりとする。 
 
 
 （１）水稲 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  床土消毒  
 

 １２ 

 １  ０  ０  

 種子消毒  ２  ０  ０  

 苗箱及び本田  ２  ３  ４  
 

   直は栽培の場合は、地域慣行レベルに２回加えるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 
 主 な 該 当 地 域 

 黒ボク土     １１  上下伊那台地、松筑、木曽の一部、 
 八ヶ岳山麓、浅間山山麓、飯綱黒姫山麓 

 非黒ボク土 
 れき質 

      １１  上下伊那天竜沿岸、佐久上小千曲川沿岸、 
 北安曇北部、南安曇郡、松筑、木曽の一部 

 上記以外の地域 
   細～粗粒質 
   湿田地帯 

        ９  

 
 １ 麦二毛作遅植地域（非黒ボク土細粒質）にあっては、上記にかかわらず窒素成分量 
  ８kg/10aを地域慣行レベルとする。 
 ２ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ３ 地域の詳細は、長野県主要穀類等指導指標の地域別施肥基準を参照すること。 



 
 
 （２）麦類 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ５  ３  ０  ２  
 

  赤かび病防除対策を実施しないほ場にあっては、上記基準から２回減ずるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 
 備      考 

 大麦       ８  県下全域 

 小麦        １０  県下全域 
 

 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ ドリル播・全面全播を実施した場合は、大麦12kg/10a、小麦15kg/10aを地域慣行   
 レベルとする。 

 
 
 （３）大豆 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ７  ２  ３  ２  
 

   種子消毒された種子を使用した場合は、１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるも 
 のとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 
 播種期 

窒素成分量 
 
【kg/10a】 

 
 主な該当地域 

 黒ボク土地域   標播     3.0  上下伊那台地、松筑、木曽の一部 
 
 八ヶ岳山麓、浅間山山麓、飯綱黒姫山麓   晩播     4.5 

 上記以外の地域   標播     1.5  

  晩播     2.25 
 

 １ 標播は５月下旬～６月中旬播種、晩播は６月下旬～７月中旬播種とする。 
 ２ 前作の麦桿をすき込む場合は、すき込み量に応じて、窒素成分で5kg/10aを上限に、施用 
 した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
  

 
 （４）りんご 
 
  【化学合成農薬】 
  ① 早生種 
 
   農薬使用回数【延べ有効成分数】   

  
  区  分   内 訳（参考）  備  考  

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 下伊那  ３４  １８  １３  ３  
        



 諏訪、上伊那  ３２  １７  １２  ３  

 佐久、上小、中信  ３０  １４  １３  ３  

 長野、北信  ３１  １４  １４  ３  
 
 
  ② 中・晩生種 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 下伊那  ３７  ２０  １４  ３  

 諏訪、上伊那  ３５  １８  １４  ３  

 佐久、上小、中信  ３４  １６  １５  ３  

 長野、北信  ３５  １７  １５  ３  
 

 １ 落果防止を目的として、植物成長調整剤を使用した場合は１剤に限り、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 ２ 摘花（果）を目的として、植物成長調整剤を使用した場合は、その使用回数を地域慣 
 行レベルに加えるものとする。 
  ３ 剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 
 備   考 

 

 県下全域     １５  
 
 
 
 （５）ぶどう 
 
  【化学合成農薬】 
  ① 巨峰系（露地・無加温） 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 東信、長野、北信  ２４  １２  ９  ３  

 諏訪、上下伊那  ２４  １３  ８  ３  

 中信  ２３  １１  ９  ３  
 
 
  ② 巨峰系（加温） 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 東信、長野、北信  １９  ９  ８  ２  

 諏訪、上下伊那  １９  １０  ７  ２  

 中信  １８  ８  ８  ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  ③ 欧州系（露地・無加温） 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 東信、長野、北信  ２７  １５  ９  ３  

 諏訪、上下伊那  ２７  １６  ８  ３  

 中信  ２６  １４  ９  ３  
 
 
  ④ 欧州系（加温） 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 東信、長野、北信  ２２  １２  ８  ２  

 諏訪、上下伊那  ２２  １３  ７  ２  

 中信  ２１  １１  ８  ２  
 
 
  ⑤ 米国系 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 デラウエア  １９  ８  ８  ３  県下全域 

 コンコード、ナイアガラ  ２１  １０  ８  ３  県下全域 
 
 
  ⑥ 加工用ぶどう 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 コンコード、ナイアガラ  ２１  １０  ８  ３  県下全域 

 その他  ２３  １２  ８  ３  県下全域 
 

 １ 植物成長調整剤を使用した場合は、１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものと 
する。 

  ２ 剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 
 備   考 

 巨峰、ピオーネ、ロザリオビアンコ、ナガノパープル       １０  県下全域 

 上記以外の品種       １４  県下全域 
 

   肥沃度が低い土壌にあっては、地域を限定して、上記の値を代えた基準を適用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（６） なし 
 
  【化学合成農薬】 
  ① 赤なし（南水を除く） 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 上下伊那  ３４  １６  １５  ３  

 上記を除く地域  ３０  １３  １４  ３  
 
 
  ② 二十世紀・南水 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 上下伊那  ３７  ２０  １４  ３  

 上記を除く地域  ３３  １７  １３  ３  
 
 
  ③ 西洋なし 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 上下伊那  ３４  １７  １４  ３  

 上記を除く地域  ３０  １４  １３  ３  
 

  １ 剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 
  ２ 落果防止を目的として、植物成長調整剤を散布した場合は１剤に限り、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域      ２０  
 
 
 
 （７）もも（ネクタリン含む） 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 上下伊那  ３２  １７  １２  ３  

 長野、北信  ２８  １２  １３  ３  

 上記を除く地域  ３１  １６  １２  ３  
 

   剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数  を
地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
 
 
 
 



  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域      １６  
 
 
 
 （８）おうとう 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １５  ６  ７  ２  
 

    剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域      １２  
 
 
 
 （９）すもも（プルーン含む） 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２７  １１  １３  ３  
 

    剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域      １４  
 
 
 
 （１０）うめ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２０  １１  ６  ３  
 

   剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 
 
   



  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２０  
 
 
 
 （１１）かき 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２０  ９  ８  ３  
 

    剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２５  
 
 
 
 （１２）ブルーベリー 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １０  ３  ５  ２  
 

    剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ７  
 
 
 
 （１３）くり 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １１  ３  ６  ２  
 

    剪定時、剪定整枝時又は病患部削り取り時に塗布剤を使用した場合は、その使用回数 
 を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
 



  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  １６  
 
 
 
 （１４）はくさい 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ５～６月出荷  １２  ６  ５  １  県下全域 
 
 ７月以降 
 
 出荷 

 南佐久  ２０  １１  ８  １  

 北佐久・上小  ２２  １２  ９  １  

 上記以外の地域  ２３  １３  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 
  

 区  分 
 窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 
 備   考 

 南佐久       ２５  

 北佐久、木曽       ２０  

 上記以外の地域       １８  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （１５）キャベツ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ５～６月出荷  １５  ８  ６  １  県下全域 
 
 ７月以降 
 
 出荷 

 南佐久  ２０  １１  ８  １  

 北佐久・上小  ２２  １２  ９  １  

 上記以外の地域  ２３  １３  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 南・北佐久       ２５  

 上記以外の地域       ２０  
 

 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ ５～６月出荷の場合は、上記窒素成分量を２割上乗せするものとする。 

 



 
 （１６）レタス（玉レタス） 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ４～６月出荷  １１  ６  ４  １  県下全域 

 ７月以降 
 
 出荷 

 南佐久  １７  ８  ８  １  

 上記以外の地域  １９  ９  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 南佐久       １８  

 上記以外の地域       １６  
 

 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ ５～６月出荷の場合は、上記窒素成分量を２割上乗せするものとする。 

 
 
 （１７）非結球レタス 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ４～６月出荷  １０  ５  ４  １  県下全域 

 ７月以降 
 
 出荷 

 南佐久  １５  ７  ７  １  

 上記以外の地域  １７  ８  ８  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】  
 

レタスに準じる。 
 
 
 
 
 （１８）ほうれんそう 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考 

 

  内 訳（参考） 
   

    殺菌剤  殺虫剤  除草剤   

 ５～11月出荷  ７  ３  ３  １  県下全域 
 １作あたり 

 上記以外の出荷  ５  ２  ２  １ 
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 



  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       １７  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （１９）チンゲンサイ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ４～６月出荷  ９  ４  ４  １  県下全域 

 ７月以降出荷  １０  ４  ５  １  県下全域 
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       １５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２０）セルリー 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 

 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】成分数】  
 
 

 備  考 
  内 訳（参考） 

 
 殺菌剤 

 
 殺虫剤 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 ５～６月出荷  ２４  １１  １１  １  １  県下全域 

 ７月出荷  ３２  １５  １５  １  １  県下全域 

 ８月以降出荷  ３８  １９  １７  １  １  県下全域 
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 ５～６月出荷  ９６  県下全域 

 ７月以降出荷  ８０  県下全域 
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 
 



 （２１）パセリ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考  収 穫 
 

 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 
 除草剤 

 県下全域  ８  1.7  ０  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ３５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 （２２）みずな 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １０  ４  ６  ０  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  １５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２３）みぶな 
 
  【化学合成農薬】 
 
   農薬使用回数【延べ有効成分数】   
 

 区  分 
 

 備  考 
 

  内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １０  ４  ６  ０  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  １５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 



 
 （２４）野沢菜 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ９月出荷まで  １２  ４  ７  １  県下全域 

 １０月以降出荷  １０  ４  ５  １  県下全域 
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ３０  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２５）根深（軟白）ねぎ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２１  ９  １１  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行基レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考  

 県下全域  ２５  
      

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２６）葉ねぎ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １３  ６  ６  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
 
 
 
 
 



  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２７）ブロッコリー 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 ５～６月出荷  １５  ６  ８  １  県下全域 

 ７～９月出荷  １８  ８  ９  １  県下全域 

 １０月以降出荷  １６  ６  ９  １  県下全域 
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
   

  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ２６  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （２８）カリフラワー 
 
  【化学合成農薬】 
 
   農薬使用回数【延べ有効成分数】   

  
  区  分   内 訳（参考）  備  考  

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １６  ６  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２６  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （２９）アスパラガス 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 春どり作型  ２０  １０  ７  ３  県下全域 

 ２期どり作型  ２４  １２  ９  ３  県下全域 

 長期どり作型  ２５  １３  ９  ３  県下全域 
 

     
 

  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ３０  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （３０）トマト 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考  収 穫 
 
 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 半促成加温・無加温   １３       1.0      １     １  県下全域 

 ハウス雨よけ   １３      1.2      １    １  県下全域 

 ハウス抑制   １３      1.5      １    １  県下全域 
 

 １ 種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 ２ 農薬使用回数の算出方法については、別紙参照のこと。 
 ３ 露地栽培の場合は、「ハウス雨よけ」に準ずる。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 半促成加温・無加温       ３２  県下全域 

 ハウス雨よけ       ３７  県下全域 

 ハウス抑制       ２０  県下全域 
 

 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ 露地栽培の場合は、「ハウス雨よけ」に準ずる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （３１）ミニトマト 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考  収 穫 
 
 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 半促成無加温   １１     1.0      １     １  県下全域 

 ハウス雨よけ   １３      1.0      １    １  県下全域 
 

 １ 種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 ２ 農薬使用回数の算出方法については、別紙参照のこと。 
 ３ 露地栽培の場合は、「ハウス雨よけ」に準ずる。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ３０  
 

 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ 露地栽培の場合は、「ハウス雨よけ」に準ずる。 
 

 
 （３２）きゅうり 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考 

 

 収 穫 
 
 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 半促成加温・無加温    ８       1.5      ０     １  県下全域 
        

 ハウス雨よけ   １２     1.5      ０     １  県下全域 

 ハウス抑制   １０      1.5      ０    １  県下全域 

 露地   １２      1.5      ０    １  県下全域 
 

 １ 種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
  ２ 農薬使用回数の算出方法については、別紙参照のこと。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ４０  

 
   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （３３）なす 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２２  １２  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域    ３５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （３４）ピーマン 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考 

 

 収 穫 
 
 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 半促成加温・無加温    ８       0.8      ０     １  県下全域 
      

  露地     ８      1.0      ０    １  県下全域  
 

 １ 種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 ２ 農薬使用回数の算出方法については、別紙参照のこと。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ３５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （３５）すいか 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２９  １３  １５  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
 
 
 
 



  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       １０  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （３６）かぼちゃ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １０  ５  ４  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考  

 県下全域       １０  
      

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （３７）ズッキーニ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １８  ８  ９  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２０  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （３８）いちご 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 
 半促成 
 
 加  温 

 ランナー切離～定植  
 

 ４８ 

 ８  ４  ０  県下全域 

 定植～開花前  ４  ６  １  県下全域 
 収穫期以降  １１  １４  ０  県下全域 

 
 １ 購入苗を定植する場合は、ランナー切離～定植の12剤に代えて、育苗者の防除回数を 
 地域慣行レベルとして算入する。 
 ２ 本基準は、収穫期間を120日（4月末）を想定しており、収穫終了時期により、週当た 
 り2.0剤を増減させるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ２５  

 
 １ 前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 ２ 本基準は、収穫期間を120日（4月末）を想定しており、収穫期間が120日を越える場合 
 は、週当たり1㎏/10ａを加えるものとする。 

 
 
 （３９）スイートコーン 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ７  ３  ３  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ２５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４０）ながいも 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １３  ６  ５  ２  
 

   種いも消毒に殺菌剤を使用した場合は、１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるも 
 のとする。 



 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 長野市松代       ３５  

 上記以外の地域       ３０  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４１）ばれいしょ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ９  ４  ４  １  
 

   種いも消毒に殺菌剤を使用した場合は、１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるも 
 のとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       １８  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４２）だいこん 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １１  ４  ６  １  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       １５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （４３）たまねぎ 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １８  １０  ６  ２  
 

   種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２８  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４４）エダマメ 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ７  ２  ３  ２  
 

   種子消毒された場合は、１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域        ７  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４５）さやいんげん 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ９  ３  ５  １  
 

   種子が種子消毒殺菌剤又は殺虫剤を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベ 
 ルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２１  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 
 
 
 



 （４６）さやえんどう 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  １３  ６  ６  １  
 

   種子が種子消毒殺菌剤又は殺虫剤を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベ 
 ルに加えるものとする。 

 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考  

   
  県下全域  ２３   
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （４７）にんじん 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 春まき  １４  ４  ９  １  県下全域 

 夏まき  １４  ３  １０  １  県下全域 
 
         種子が種子消毒殺菌剤又は殺虫剤を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベ 
     ルに加えるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２０  
 
      前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施肥した場合は、窒素成分 
   で4kg/10aを上限に施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることする。 
 
 

（４８）にんにく 
 
【化学合成農薬】 

 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ８  ５  ３  ０  
 

【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  ２０  
 
      前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施肥した場合は、窒素成分 
   で4kg/10aを上限に施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることする。 
  
 
 



（４９）カラーピーマン 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考  収 穫 
 
 開始前 

 収穫期間中 
 
 週当り使用 

 植物成長 
 
 調 整 剤 

 
 除草剤 

 県下全域   １０       1.0      ０     １  
 

 １ 種子消毒又は育苗期（定植前日又は定植当日の処理は含まない。）に殺菌剤又は殺虫剤
  を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行レベルに加えるものとする。 
 ２ 農薬使用回数の算出方法については、別紙参照のこと。 

 
  【化学肥料】 
 

  区  分  窒素成分量 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域       ３５  
 

   前年秋に有機物の腐熟促進のため、窒素を含有する肥料を施用した場合は、窒素成分 
 で4kg/10aを上限に、施用した窒素成分を地域慣行レベルに加えることとする。 

 
 
 （５０）茶 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 下伊那・木曽  ８  ３  ５  ０  
 
 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 下伊那・木曽  ５８  
 
 
 
 （５１）飼料用トウモロコシ 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ３  ０  ０  ３  
 
    種子消毒に殺菌剤を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行基準に加えるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  １２  
 
 
 
 
 



 （５２）ソルガム 
 
  【化学合成農薬】 
 
  

 
 区  分 

 農薬使用回数【延べ有効成分数】  
 

 備  考   内 訳（参考） 

 殺菌剤  殺虫剤  除草剤 

 県下全域  ２  ０  ０  ２  
 
    種子消毒に殺菌剤を使用された場合は１剤につき１回を地域慣行基準に加えるものとする。 
 
  【化学肥料】 
 
  区  分  窒素成分量 

 
 【kg/10a】 

 備   考 

 県下全域  １２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（別表） 
 
 地域慣行レベルにおいてカウントしない農薬の有効成分一覧  
 

 農薬の有効成分名 補 足  

除虫菊乳剤及びピレトリン乳剤 除虫菊から抽出したものであって、共力剤として 

ピペロニルブトキサイドを含まないものに限るこ 

と。 
 なたね油乳剤   

マシン油エアゾル  

マシン油乳剤  

デンプン水和剤  

脂肪酸グリセリド乳剤  

メタアルデヒド粒剤 捕虫器に使用する場合に限ること。 

硫黄くん煙剤  

硫黄粉剤  

硫黄・銅水和剤  

水和硫黄剤  

石灰硫黄合剤  

シイタケ菌糸体抽出物液剤  

炭酸水素ナトリウム水溶剤及び重曹 

炭酸水素ナトリウム・銅水和剤 

 

銅水和剤  

銅粉剤  

硫酸銅 ボルドー剤調製用に使用する場合に限ること。 

生石灰 ボルドー剤調製用に使用する場合に限ること。 

天敵等生物農薬  

性フェロモン剤 農作物を害する昆虫のフェロモン作用を有する 

物質を有効成分とするものに限ること。 

クロレラ抽出物液剤  

混合生薬抽出物液剤  

ワックス水和剤  

二酸化炭素くん蒸剤 保管施設で使用する場合に限ること。 

ケイソウ土粉剤 保管施設で使用する場合に限ること。 

食酢  

燐酸第二鉄粒剤  

炭酸水素カリウム水和剤  

炭酸カルシウム水和剤  

ミルベメクチン乳剤  

ミルベメクチン水和剤  

スピノサド水和剤  

スピノサド粒剤  

還元澱粉糖化物液剤  

ポリオキシン（微生物由来天然物資材）  

カスガマイシン（微生物由来天然物資材）  

バリダマイシン（微生物由来天然物資材）  
 ※ 記載されている農薬については、平成２４年９月３０日現在の登録条件によるので、 
 使用に当たってはその時点での登録内容を必ず確認してください。 
 



（別紙） 
 
 

  
  ＜はくさい、レタス類で、１作のマルチ張りで２～３作する栽培法の場合の化 
   学肥料【窒素成分量】の算出例＞ 
 
 
 （例）南佐久地域で、２作（「レタス（玉レタス）」－「はくさい」）する栽培において、 
    マルチ張り前に化学肥料を１０㎏/１０ａ【窒素成分量】施用した場合 

 

   

  レタス（玉レタス）の化学肥料【窒素成分量】の基準・・・１８㎏/１０ａ 
 はくさいの化学肥料【窒素成分量】の基準・・・・・・・・２５㎏/１０ａ 

 

 
     レタス（玉レタス）分の化学肥料【窒素成分量】は、 
                １８㎏/１０ａ 
                                         × １０㎏/１０ａ ＝ ４．２㎏/１０ａ 
        １８㎏/１０ａ＋２５㎏/１０ａ 
 
         はくさい分の化学肥料【窒素成分量】は、 
                ２５㎏/１０ａ 
                                         × １０㎏/１０ａ ＝ ５．８㎏/１０ａ 
             １８㎏/１０ａ＋２５㎏/１０ａ 
  

 
 

 
  ＜果菜類の農薬使用回数【延べ有効成分数】の算出方法＞ 
 
   果菜類の農薬使用回数【延べ有効成分数】は、以下の方法で算出するものとする。 
 
    ｙ＝ａ＋ｂｘ＋ｃ＋ｄ 
 
      地域慣行防除回数：ｙ 
      収穫週数    ：ｘ 
      収穫開始前農薬使用回数：ａ 
      収穫期間中週当使用回数：ｂ 
      植物成長調整剤使用回数：ｃ 
      除草剤使用回数    ：ｄ 
 
        例えば、トマトの半促栽培の場合、４月下旬から６月末まで収穫（９週）した 
    場合、地域慣行防除回数は、２５．８回（＝13＋1.2×9＋１＋１）となる。 

 
 
 

 
  ＜別表のカウントしない農薬を使用した場合のカウントの仕方＞ 
 
 （例）南佐久地域の７月出荷のレタス栽培において、殺菌剤の混合剤（有効成分２成分） 
   を使用した場合（レタスの地域慣行防除回数：１７） 

 

  農薬有効成分数  慣行基準に 
 加える回数 

 カウント後 
 の慣行基準 
 数 

 使用農薬と 
 してのカウ 
 ント数 

 
  うち化学合 

 成の成分数 
 うち別表に当 
 たる成分数 

     ２      ２      ０      １      １８      ２ 
     ２      １      １      ０      １７      １ 
     ２      ０      ２      ０      １７      ０ 

 
 
 
 


